
様式１

採択年度 整理番号

Ph.D. Program in Humanics

11 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８
学生の所属する
専攻等名

筑波大学大学院

人間総合科学研究科（生命システム医学専攻、疾患制御医学専攻、感性認知脳科学専攻）
　令和２年４月１日改組後、人間総合科学学術院　人間総合科学研究群（医学学位プログラム、ニューロサイエ
ンス学位プログラム）
生命環境科学研究科（生物機能科学専攻、生物科学専攻）
　令和２年４月１日改組後、理工情報生命学術院　生命地球科学研究群（生命農学学位プログラム、生物学学位
プログラム）
システム情報工学研究科（コンピュータサイエンス専攻、知能機能システム専攻）
　令和２年４月１日改組後、理工情報生命学術院　システム情報工学研究群（情報理工学位プログラム、知能機
能システム学位プログラム）
数理物質科学研究科（化学専攻、物理学専攻、物質・材料工学専攻）
　令和２年４月１日改組後、理工情報生命学術院　数理物質科学研究群（化学学位プログラム、物理学学位プロ
グラム、応用理工学学位プログラム）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

７
授与する博士学
位分野・名称

博士（医学）、博士（理学）、博士（工学）
付記する名称：ヒューマニクス学位プログラム

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

なし

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

６ 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

I

最も関連の深い区分
（中区分）

90 人間医工学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

90130

連合大学院 共同教育課程 13名（年度当たり）

カリフォルニア大学アーバイン校(アメリカ合衆国)、ボルドー大学(フランス)、国立台湾大学(台湾)、エディン
バラ大学(イギリス)、国立研究開発法人物質・材料研究機構、国立研究開発法人産業技術総合研究所、トヨタ自
動車(株)、(株)日立製作所、(株)島津製作所、CYBERDYNE(株)

関連する領域（２）
【任意】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（３）
【任意】

なし

４
プログラム

コーディネーター

  　　ふりがな やなぎさわ　まさし

氏名（職名） 柳沢　正史（国際統合睡眠医科学研究機構　機構長・教授）

３ プログラム責任者
      ふりがな かとう　みつやす

氏名（職名） 加藤　光保（理事・副学長（教育担当））

医用システム関連

５ 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

①我が国が国際的な優位性と卓越性を示している研究分野

関連する領域（１）
【任意】

③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域

２ 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院に
よるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな ながた　きょうすけ

氏名（職名） 永田　恭介（筑波大学長）

卓越大学院プログラム 事後評価調書　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目12、13については非公表]

機関名 筑波大学 平成３０年度

１

プログラム名称 ヒューマニクス学位プログラム

英語名称

ホームペー
ジ（URL）

https://www.phd-humanics.tsukuba.ac.jp/

1804

（【1804】機関名：筑波大学　プログラム名称：　ヒューマニクス学位プログラム）



様式１

[公表]

プログラム担当者一覧             
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

プログラム運営担当・研究指
導 1

計算機科学
プログラム運営担当・研究指
導 1

24 広川　貴次 ﾋﾛｶﾜ ﾀｶﾂｸﾞ
筑波大学医学医療系・教授／
国立研究開発法人産業技術総
合研究所

博士(工学) 生命情報工学

23 建部　修見 ﾀﾃﾍﾞ ｵｻﾑ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士（理
学）

1

22 北原　格 ｷﾀﾊﾗ ｲﾀﾙ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士（工
学）

計算メディア 入試委員会委員・研究指導 2

学生支援委員会委員・研究指
導 2

21 亀田　能成 ｶﾒﾀﾞ ﾖｼﾅﾘ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士（工
学）

計算メディア
プログラム運営担当・研究指
導

データベー
ス・データ工
学

プログラム運営担当・研究指
導 1

20 塩川　浩昭 ｼｵｶﾜ ﾋﾛｱｷ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・准教授

博士（工
学）

データ工学

19 天笠　俊之 ｱﾏｶﾞｻ ﾄｼﾕｷ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士（工
学）

2

18 島田　裕子 ｼﾏﾀﾞ ﾕｳｺ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・助教

博士(生命科
学)

発生生物学
プログラム運営担当・研究指
導 1

プログラム運営担当・研究指
導 1

17 柳沢　裕美 ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾋﾛﾐ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

血管生物学
広報委員会委員長・企業連携
委員会委員・研究指導

発生学
プログラム運営担当・研究指
導 1

16 野村　暢彦 ﾉﾑﾗ ﾉﾌﾞﾋｺ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・教授

博士（工
学）

応用微生物学

15 小林　悟 ｺﾊﾞﾔｼ ｻﾄﾙ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・教授

理学博士

1

14 渋谷　彰 ｼﾌﾞﾔ ｱｷﾗ
筑波大学大学院人間総合科学
研究科・教授

博士（医
学）

免疫学
プログラム運営担当・研究指
導 1

プログラム運営担当・研究指
導 1

13 深水　昭吉 ﾌｶﾐｽﾞ ｱｷﾖｼ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・教授

農学博士 分子生物学
プログラム運営担当・研究指
導

睡眠医科学 入試委員会委員・研究指導 10

12 平野　有沙 ﾋﾗﾉ ｱﾘｻ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・助教

博士（理
学）

睡眠医科学

11 本城　咲季子 ﾎﾝｼﾞｮｳ ｻｷｺ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・助教

博士（生命
科学）

1

10 Lazarus, Michael ﾗｻﾞﾙｽ ﾐﾊｴﾙ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

Ph.D. 睡眠医科学 広報委員会委員・研究指導 2

プログラム運営担当・研究指
導 1

9 櫻井　武 ｻｸﾗｲ ﾀｹｼ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

睡眠医科学
プログラム運営担当・学位審
査委員会委員長・研究指導

医療情報学
プログラム運営担当・研究指
導 1

8 佐藤　孝明 ｻﾄｳ ﾀｶｱｷ

筑波大学グローバル教育院・
教授 ／（株）島津製作所・
フェロー・ライフサイエンス
研究所・所長

医学博士 分子腫瘍学

7 秋山　浩 ｱｷﾔﾏ ﾋﾛｼ
筑波大学医学医療系・教授
／（株）日立製作所・特別共
同研究事業担当

博士(理学)

1

6 高原　勇 ﾀｶﾊﾗ ｲｻﾑ

筑波大学未来社会工学開発研
究センター・センター長・特
命教授／トヨタ自動車（株）
・未来開拓室担当部長

博士（社会
工学）

次世代モビリ
ティ

プログラム運営担当・研究指
導 1

教務委員会委員・研究指導 2

5 河本　浩明 ｶﾜﾓﾄ ﾋﾛｱｷ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・准教授

博士（工
学）

知能情報学
プログラム運営担当・学位審
査委員会委員・研究指導

サイバニクス
副プログラムコーディネー
ター 2

4 鈴木　健嗣 ｽｽﾞｷ ｹﾝｼﾞ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士（工
学）

知能機械学

3 山海　嘉之 ｻﾝｶｲ ﾖｼﾕｷ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

工学博士

2 柳沢　正史 ﾔﾅｷﾞｻﾜ ﾏｻｼ
筑波大学国際睡眠医科学研究
機構・機構長／大学院人間総
合科学研究群・教授

医学博士

（プログラムコーディネーター）

睡眠医科学
プログラムコーディネー
ター・財務企画委員会委員 3

1 加藤　光保 ｶﾄｳ ﾐﾂﾔｽ
筑波大学理事・副学長（教育
担当）・大学院人間総合科学
研究群・教授

医学博士 病理学 プログラム責任者 1

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

14

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

（【1804】機関名：筑波大学　プログラム名称：　ヒューマニクス学位プログラム）
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[公表]

1

プログラム運営担当・研究指
導 1

50 川上　亘作 ｶﾜｶﾐ ｺｳｻｸ

筑波大学大学院数理物質科学
研究群・教授（連携大学院）
／国立研究開発法人物質・材
料研究機構

博士（工
学）

物質材料工学
プログラム運営担当・研究指
導

発生生物学
プログラム運営担当・研究指
導 1

49 陳　国平 ﾁﾝ ｺｸﾍｲ

筑波大学大学院数理物質科学
研究群・教授（連携大学院）
／国立研究開発法人物質・材
料研究機構

博士（工
学）

物質材料工学

48 丹羽　隆介 ﾆﾜ ﾘｭｳｽｹ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・教授

博士（理
学）

2

47 石川　香 ｲｼｶﾜ ｶｵﾘ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・准教授

博士（理
学）

細胞生物学
プログラム運営担当・研究指
導 1

プログラム運営担当・研究指
導 1

46 千葉　智樹 ﾁﾊﾞ ﾄﾓｷ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・教授

博士（医
学）

分子細胞生物
学

FDSD委員会委員・研究指導

眼科学
プログラム運営担当・研究指
導 1

45 繁森　英幸 ｼｹﾞﾓﾘ ﾋﾃﾞﾕｷ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・教授

理学博士 天然物化学

44 大鹿　哲郎 ｵｵｼｶ ﾃﾂﾛｳ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

医学博士

2

43 坂田　麻実子 ｻｶﾀ ﾏﾐｺ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・准教授

博士（医
学）

血液内科学
プログラム運営担当・研究指
導 1

プログラム運営担当・研究指
導 1

42 渋谷　和子 ｼﾌﾞﾔ ｶｽﾞｺ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・准教授

博士（医
学）

免疫学 FDSD委員会委員長・研究指導

神経科学
プログラム運営担当・研究指
導 1

41 野口　恵美子 ﾉｸﾞﾁ ｴﾐｺ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

遺伝医学

40 桝　正幸 ﾏｽ ﾏｻﾕｷ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

2

39 大根田　修 ｵｵﾈﾀﾞ ｵｻﾑ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

幹細胞生物学
国際連携委員会委員長・研究
指導 2

プログラム運営担当・研究指
導 1

38 入江　賢児 ｲﾘｴ ｹﾝｼﾞ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（理
学）

分子細胞生物
学

広報委員会委員・研究指導

ゲノム生物学
プログラム運営担当・研究指
導 1

37 榮　武二　 ｻｶｴ ﾀｹｼﾞ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

工学博士 放射線物理学

36 村谷　匡史 ﾑﾗﾀﾆ ﾏｻﾌﾐ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

Ph.D

2

35 川口　敦史 ｶﾜｸﾞﾁ ｱﾂｼ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

感染生物学 教務委員会委員長・研究指導 2

プログラム運営担当・研究指
導 1

34 高橋　智 ﾀｶﾊｼ ｻﾄﾙ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

医学博士
発生工学・分
子生物学

学生支援委員会委員・研究指
導

情報科学
プログラム運営担当・研究指
導 1

33 舘野　浩章 ﾀﾃﾉ ﾋﾛｱｷ

筑波大学グローバル教育院・
教授 ／国立研究開発法人産
業技術総合研究所・上級主任
研究員

農学博士 糖鎖工学

32 清田　純 ｾｲﾀ ｼﾞｭﾝ
筑波大学グローバル教育院・
教授 ／国立研究開発法人理
化学研究所

博士（医
学）

1

31 森嶋　厚行 ﾓﾘｼﾏ ｱﾂﾕｷ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（工
学）

クラウドソー
シングシステ
ム

プログラム運営担当・研究指
導 1

プログラム運営担当・研究指
導 1

30 延原　肇 ﾉﾌﾞﾊﾗ ﾊｼﾞﾒ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・准教授

博士（工
学）

計算知能
プログラム運営担当・研究指
導

医用画像工学
財務企画委員会委員長・研究
指導 2

29 伊藤　誠 ｲﾄｳ ﾏｺﾄ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士（工
学）

認知システム
工学

28 滝沢　穂高 ﾀｷｻﾞﾜ ﾎﾀｶ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士（工
学）

2

27 工藤　博幸 ｸﾄﾞｳ ﾋﾛﾕｷ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

工学博士 医用画像工学
プログラム運営担当・研究指
導 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

26 今倉　暁 ｲﾏｸﾗ ｱｷﾗ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・准教授

博士（工
学）

数値解析・機
械学習

企業連携委員会委員・研究指
導

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

2

14 プログラム担当者一覧（続き）

25 櫻井　鉄也 ｻｸﾗｲ ﾃﾂﾔ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・教授

博士(工学) 数値解析
学位審査委員会委員・研究指
導

（【1804】機関名：筑波大学　プログラム名称：　ヒューマニクス学位プログラム）
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橋渡し臨床研
究学

授業担当・研究指導 174 橋本　幸一 ﾊｼﾓﾄ ｺｳｲﾁ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

薬学博士

1

73 磯辺　智範 ｲｿﾍﾞ ﾄﾓﾉﾘ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

放射線健康リ
スク科学

授業担当・研究指導 1

授業担当・研究指導 1

72 阿部　高志 ｱﾍﾞ ﾀｶｼ
筑波大学国際統合睡眠医科学
研究機構・准教授

博士（学
術）

睡眠医科学 授業担当・研究指導

バイオメディ
カル

授業担当・研究指導 1

71
VOGT, Kaspar
Manuel

ﾌｫｰｸﾄ ｶｽﾊﾟｰ
ﾏﾇｴﾙ

筑波大学国際統合睡眠医科学
研究機構・准教授

博士(医学） 睡眠医科学

70 加藤　薫 ｶﾄｳ ｶｵﾙ

筑波大学教授（グローバル教
育院）/国立研究開発法人産
業技術総合研究所・主任研究
員

博士（理
学）

2

69 北川　博之 ｷﾀｶﾞﾜ ﾋﾛﾕｷ
筑波大学国際統合睡眠医科学
研究機構・教授

理学博士 データ工学
プログラム運営担当・授業担
当・研究指導 1

教務委員会委員・財務企画委
員会委員・広報委員会委員・
授業担当

2

68 堀江　和正 ﾎﾘｴ ｶｽﾞﾏｻ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群・助教

博士（工
学）

知能情報学 広報委員会委員・授業担当

睡眠医科学
プログラム運営担当・授業担
当 1

67 讃岐　勝 ｻﾇｷ ﾏｻﾙ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・助教

博士（理
学）

応用数学、教
育工学

66 戸田　浩史 ﾄﾀﾞ ﾋﾛﾌﾐ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・助教

博士（理
学）

1

65 櫻井　勝康 ｻｸﾗｲ ｶﾂﾔｽ
筑波大学国際睡眠医科学研究
機構・准教授

博士（医
学）

睡眠医科学 プログラム運営担当 2

学生支援委員会委員・教務委
員会委員・学位審査委員会委
員・授業担当

2

64 原田　隆平 ﾊﾗﾀﾞ ﾘｭｳﾍｲ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・准教授

博士（理
学）

生物物理学
プログラム運営担当・研究指
導

サイバニクス
プログラム運営担当・研究指
導 1

63 大石　陽 ｵｵｲｼ ﾖｳ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・准教授

博士（医
学）

睡眠医科学

62 市橋　史行 ｲﾁﾊｼ ﾌﾐﾕｷ
CYBERDYNE（株）・CEO（取締
役、情報セキュリティ責任
者）

博士（工
学）

1

61 横森　馨子 ﾖｺﾓﾘ ｷｮｳｺ
筑波大学グローバル教育院・
教授／カリフォルニア大学
アーバイン校・教授

博士(微生物
学）

分子生物学 海外教育拠点担当・研究指導 1

海外教育拠点担当・研究指導 1

60 Lander, Arthur D. ﾗﾝﾀﾞｰ ｱｰｻｰ
筑波大学グローバル教育院・
教授／カリフォルニア大学
アーバイン校・教授

MD
システムバイ
オロジー

海外教育拠点担当・研究指導

再生医学 海外教育拠点担当・研究指導 1

59 梶　圭介 ｶｼﾞ ｹｲｽｹ
筑波大学グローバル教育院・
教授／エディンバラ大学・
チームリーダー

工学博士 再生医学

58 Chambers, Ian ﾁｬﾝﾊﾞｰｽ ｲｱﾝ
筑波大学グローバル教育院・
教授／エディンバラ大学・教
授

Ph.D.

1

57 Kunath, Tilo ｸﾅｰ ﾃｨﾛ
筑波大学グローバル教育院・
教授／エディンバラ大学・
チームリーダー

Ph.D. 再生医学 海外教育拠点担当・研究指導 1

56 Kim, Seong-Jin ｷﾑ ｿﾝｼﾞﾝ
筑波大学グローバル教育院・
教授／ソウル大学校・教授

理学博士 腫瘍学 海外教育拠点担当・研究指導

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

14 プログラム担当者一覧（続き）

1

55 ten Dijke, Peter ﾃﾝﾀﾞｲｸ ﾋﾟｰﾀｰ
筑波大学グローバル教育院・
教授／ライデン大学・教授

Ph.D. 腫瘍学 海外教育拠点担当・研究指導 1

海外教育拠点担当・研究指導 1

54 Li, Tsai-Kun ﾘｰ ﾂｧｲｶﾝ
筑波大学グローバル教育院・
教授／国立台湾大学・教授

Ph.D.
分子細胞生物
学

海外教育拠点担当・研究指導

ウイルス学 海外教育拠点担当・研究指導 1

53
Heldin, Carl-
Henrik

ﾍﾙｼﾞﾝ ｶｰﾙﾍﾝ
ﾘｯｸ

筑波大学グローバル教育院・
教授／ウプサラ大学・教授

Ph.D. 生化学

52 Kann, Michael ｶﾝ ﾏｲｹﾙ
筑波大学グローバル教育院・
教授／ボルドー大学・教授

Ph.D.

51 荏原　充宏 ｴﾊﾞﾗ ﾐﾂﾋﾛ

筑波大学大学院数理物質科学
研究群・教授（連携大学院）
／国立研究開発法人物質・材
料研究機構

博士（工
学）

物質材料工学
プログラム運営担当・研究指
導 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

（【1804】機関名：筑波大学　プログラム名称：　ヒューマニクス学位プログラム）
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1

95 渡辺　浩志 ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾋﾛｼ 国立陽明交通大学・教授 Ph.D. 量子力学 海外教育拠点担当・研究指導 1

授業担当・研究指導 1

94 大徳　浩照 ﾀﾞｲﾄｸ ﾋﾛｱｷ
筑波大学生存ダイナミクス研
究センター・講師

博士(学術)
応用分子細胞
生物学

研究指導

神経科学 授業担当・研究指導 1

93 善甫　啓一 ｾﾞﾝﾎﾟ ｹｲｲﾁ
筑波大学システム情報系・准
教授

博士（工
学）

知覚情報処理

92 史　蕭逸 ｼ ｼｮｳｲ
筑波大学国際統合睡眠医科学
研究機構・助教

博士（医
学）

1

91 山田　洋 ﾔﾏﾀﾞ ﾋﾛｼ 筑波大学医学医療系・准教授
博士（医
学）

基盤・社会脳
科学

研究指導 1

授業担当・研究指導 1

90 粕川　雄也 ｶｽｶﾜ ﾕｳﾔ

筑波大学教授（グローバル教
育院）/
国立研究開発法人理化学研究
所　・主任研究員（チーム
リーダー）

Ph.D.
生命科学デー
タ工学

授業担当・研究指導

情報科学・ケ
ミカルバイオ
ロジー

授業担当・研究指導 1

89 佐藤　主税 ｻﾄｳ ﾁｶﾗ

筑波大学教授（グローバル教
育院）/
国立研究開発法人産業技術総
合研究所・主任研究員

理学博士 電子顕微鏡学

88 斉藤　毅 ｻｲﾄｳ ﾂﾖｼ
筑波大学国際統合睡眠医科学
研究機構　・准教授

博士(理学)

1

87 釣木澤　朋和 ﾂﾙｷﾞｻﾞﾜ ﾄﾓｶｽﾞ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群　・准教授

博士(工学)
MRI医療物理
学

授業担当・研究指導 1

86 黒田　嘉宏 ｸﾛﾀﾞ ﾖｼﾋﾛ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群　・教授

博士(情報
学)

サイバニク
ス・生体ステ
ム工学

授業担当・研究指導

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

14 プログラム担当者一覧（続き）

1

85 長崎　幸夫 ﾅｶﾞｻｷ ﾕｷｵ
筑波大学大学院数理物質科学
研究群　・教授

工学博士
創薬・バイオ
マテリアルズ

授業担当・研究指導 1

授業担当・研究指導 1

84 岩崎　憲治 ｲﾜｻｷ ｹﾝｼﾞ
筑波大学大学院数理物質科学
研究群　・教授

博士（理
学）

構造生物化学 授業担当・研究指導

数価線形代数
学生支援委員会委員・授業担
当・研究指導 1

83 井澤　淳 ｲｻﾞﾜ ｼﾞｭﾝ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群　・准教授

博士（工
学）

計算論的神経
科学

82 保國　恵一 ﾔｽｸﾆ ｹｲｲﾁ
筑波大学大学院システム情報
工学研究群　・助教

博士（情報
学）

1

81 尾崎　遼 ｵｻﾞｷ ﾊﾙｶ
筑波大学人工知能科学セン
ター・
准教授

博士（科
学）

バイオイン
フォマティク
ス・情報生命
科学

授業担当・研究指導 1

授業担当・研究指導 1

80 沓村　憲樹 ｸﾂﾑﾗ ﾉﾘｷ
筑波大学大学院数理物質科学
研究群　・教授

博士（理
学）

創薬科学・有
機合成化学

授業担当・研究指導

分子神経生物
学

授業担当・研究指導 1

79 小金澤　禎史 ｺｶﾞﾈｻﾞﾜ ﾀﾀﾞﾁｶ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・助教

博士(神経科
学）

神経生理学

78 鶴田　文憲 ﾂﾙﾀ ﾌﾐﾉﾘ
筑波大学大学院生命地球科学
研究群・助教

博士(工学）

1

77 坂口　昌徳 ｻｶｸﾞﾁ ﾏｻﾉﾘ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・准教授

博士(医学）
睡眠の記憶に
おける機能

入試委員会委員・授業担当・
研究指導 1

授業担当・研究指導 1

76 小田　竜也 ｵﾀﾞ ﾀﾂﾔ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

博士（医
学）

消化器外科 授業担当・研究指導

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

75 我妻　ゆき子 ﾜｶﾞﾂﾏ ﾕｷｺ
筑波大学大学院人間総合科学
研究群・教授

M.D. 臨床疫学

（【1804】機関名：筑波大学　プログラム名称：　ヒューマニクス学位プログラム）
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【公表】 

成果の概要【２ページ以内】 

成果の概要として、①特筆すべき成果のあった事項、②計画通り進んでいる事項、③改善が必要な事

項、④プログラムとしての今後の見通しを簡潔に記載してください。 

① 特筆すべき成果のあった事項 

（１）完全ダブルメンター制とリバースメンター制 

   本プログラムでは、「完全ダブルメンター制とリバースメンター制」による学生指導を実施し

ており、各分野を牽引し国際的に活躍する学内外の約 100 名のメンター教員による研究指導体

制を整えている。本プログラム学生は、生命医科学分野から 1 名、理・工・情報学分野から 1 名、

計 2 名のメンター教員を選び、二人のメンター教員が実際に共同研究を行う中で研究指導を受

ける。学生は、すでに一つの領域での知識技能を有する多様な背景を持ち合わせており、二人の

メンター教員による指導のもとで最先端の専門知識や技術力を培い、融合研究を行う。一方で、

両分野を学んだ学生は、それぞれのメンター教員に対し、異分野の内容を逆の立場で教示するリ

バースメンタリングを行い、共同研究の中心的役割を担っている。学生は、二人のメンター教員

のもとで、二つの領域の融合研究指導を受ける。加えて国際ラボローテーションで海外教員のも

とで研究指導を受け国際性を身に着ける。そして、例えば、睡眠医学と非線形光工学、整形外科

学と人工知能学、感染症学・構造生物学と画像解析学、 情報学と計算論的神経科学といったバ

イディシプリンの専門力を身に着け社会に出ている。このように、本プログラムは、国際的にも

通用する高度な「知のプロフェッショナル」を輩出する仕組みとなっている。 

（２）e-learning のコンテンツの充実 

   本プログラムでは、e-learning によるヒューマニクス・プレアドミッションプログラムを進め

るため、コロナ禍の影響が生じる前年から自動収録による医学類の全講義を収録した。また、コ

ロナ禍の影響を契機として、e-learning を活用した授業形態の構築を進め、現在は工学系の講義

についてもほぼ収録が完了し、e-learning のコンテンツは充実したものとなっている。 

② 計画通り進んでいる事項 

（１）優秀な学生の獲得 

 本プログラムでは、コロナ禍の影響を契機とした入学試験のオンライン化を実施した。不正防

止の観点から紙ベースで出題する入試形態を改め、口述試験のみで受験生の能力を評価する仕組

みを構築した。まず、口頭で専門分野の基礎知識を問う口述試験では、単に基礎知識を解答させ

るだけではなく、そのバックグラウンドについても受験生に異分野の教員を含めて議論させるこ

とにより、受験生の理解度を様々な角度から評価した。 

 学生募集の広報活動を積極的に行った結果、平成 31 年度入学は 17 名が出願し 10 名が合格、

令和 2 年度入学は 19 名が出願し 14 名が合格、令和 3 年度入学は 20 名が出願し 19 名が合格、令

和 4 年度入学は 12 名が出願し 9 名が合格、令和 5 年度入学は 24 名が出願し 18 名(転籍者 1 名を

含む)が合格、令和 6 年度入学は 7名が出願し、6 名が合格した。令和 6 年度入試は、本事業の最

終年度ということもあり、一時的に出願者の減少が見られたが、これは本学の他の学位プログラ

ムにおいても補助事業期間の終了前後で出願者が減少しその後回復するという傾向があり、本プ

ログラムにおいても自走化後の学生支援を入試説明会等で丁寧に周知を図ることで、今後出願者

数が回復していくことが予測される。令和 6年度については、出願者こそ少なかったものの、入

学者の出身学部の比率は、生命医科学と理・工・情報学で 1：1 とバランスの取れた出身分野で

あり、本プログラムがバイディシプリンの専門力、研究力を目指す分野横断型のプログラムであ

ることの周知が進んでいると言える。 

また、本プログラムでは、入学前から大学院へ繋ぐシームレス一貫教育体制を構築する一環と

して、サマーリサーチプログラムと Early Exposure Program（EEP；研究補助員として雇用）を

開催し、学部生が研究室を体験する機会を設けた結果、令和 5 年度までに 5 名の参加者が本プロ

グラムを受験し、入学している。 

広報活動の内容は、本学及び海外での入試説明会、国際シンポジウムを開催し、ウェブサイト

等の拡充を図った。本学国際局との連携を強化し、国際局が主催する全学的なオンライン総合留

学フェアへの参加や、海外の重点エリアへの情報発信など SNS 等を活用し行った。また、ポスタ

ー、パンフレットを作成し、学内外に発送した。さらに、ウェブサイト、パンフレット、facebook

ページ上で、在学生の活動状況を発信した。 

（２）Qualifying Examination（QE） 

   本プログラムでは、未知の問題の本質を突き詰めようとする確固たる意志、生命医科学に加
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え、理学、工学、あるいは情報学を横断したバイディシプリンの専門知識、ヒューマニクス研究

の基本技術とこの分野の世界の状況を理解し、ヒューマニクス課題に対するリサーチプランを提

案できる能力を評価するため、Qualifying Examination（QE）を実施した。合格者は後期相当学

生と判定しており、教育研究支援経費の受給対象者となる。 

   QE 合格者は、令和元年度 5 名（うち 5 名全員が 1 年次に早期で QE 合格）、令和 2 年度 8 名（う

ち 4 名が 1 年次に早期で QE 合格）、令和 3 年度 11 名（うち 6 名が 1 年次に早期で QE 合格）、令

和 4 年度 16 名（うち 4 名が 1 年次に早期で QE 合格）令和 5 年度 10 名（うち 6 名が 1 年次に早

期で QE 合格）、の計 50 名である。 

（３）企業との連携 

本プログラムでは、ヤンセンファーマ株式会社、株式会社 S'UIMIN、筑波大学 F-MIRAI 及び病

院（研修医）より社会人学生を受け入れている。平成 31 年 3 月に連携協議会の「企業向け説明

会」を開催し、本プログラムとの共同研究やスポンサーシップ制度等について説明を行い、令和

元年度以降においても引き続き、企業に対し、説明を行った。令和 4 年度にはプログラムに対し

て連携協議会に参加した企業１社からの寄付、令和 5 年度には企業からの奨学金を提供する仕

組み制度の創設（CYBERDYNE 社などからのスカラーシップ）によりプログラムの学生に対し支援

がなされた。また、令和 5 年度の企業連携委員会において、関連企業に対してより積極的な協力

を促すためのアンケートを実施するとともに、社会情勢を踏まえた企業連携に関しても弾力的に

工夫していく。 

③ 改善が必要な事項 

（１）社会人特別選抜 

   本プログラムでは、ヤンセンファーマ株式会社、株式会社 S'UIMIN、筑波大学 F-MIRAI 及び病

院（研修医）より社会人学生を受け入れているが、さらなる企業との連携の強化及び優秀な学生

の獲得のため、令和 3 年度入学試験から社会人特別選抜を導入したが、制度を活用した出願者

はまだいない。しかしながら、令和 4 年、令和 5 年とも入試説明会には社会人の参加者もあり、

今後さらなる企業に向けた周知を進めていく。 

④ プログラムとしての今後の見通し 

（１）学位論文審査体制、修了時コンピテンス 

   本プログラムでは、学位審査委員会において、学位の質保証を担保するため、ディプロマポリ

シーの策定、学位審査の基準等の精査を行い、規則、申し合わせ等を定めた。本プログラム学生

の中には早期修了を目指す者もおり、実際に早期修了により課程修了した者もいる。今後も早期

修了の基準等に従い、学位審査を進めていく。 

   また、修了時コンピテンスについて、「バイディシプリンの専門力」、「パラダイムシフトとな

りうる課題を自立して発見する目利き力」、「誠実かつ真摯な態度で課題を解決する突破力」及び

「解決した成果を社会に発信し、社会貢献に応用できる完結力」と設定した。学生が本プログラ

ムの求める修了時コンピテンスを身につけたことを評価する指標のひとつとして、達成度評価シ

ステム Humanics Career Platform（CPx）の運用を開始した。また、基準の客観性を確保するた

めに毎年のプログラムの教育会議にて組織的にチェックする。 

（２）支援期間終了後のプログラムの完全自走化 

本学は、第 4 期の組織整備構想として研究科等連携課程実施基本組織を活用した新たな学術院

を設置し、他学術院と連携協力し、それらの教育資源を活⽤して組織・分野横断的な教育を実施

する体制を整備することを計画している。 

上記を踏まえ、本プログラムは、新学術院における学際融合教育のモデルケースとして先行し、

企業連携による自走化大学院「筑波大学 CYBERDYNE ヒューマニクス学位プログラム（仮称）」の設

置や、CYBERDYNE が企画するつくばスーパーシティに建設される施設あるいは殿町の国家戦略特

区に建設されたサイバニクス医療イノベーションベース（2023 年 1 月運用開始）への活動拠点の

設置など、発展的な企業連携への工夫・連携企業との協働も視野に入れながら自走化に取り組む。

また、経済支援については、サイバニクス未来開拓型人材育成プログラムといった企業からのス

カラーシップも準備され、企業の寄付金の確保も随時進めている。 

加えて、本学は 2024 年度の JST-SPRING 事業に採択されたところであり、これを本プログラム

の学生に対し優先的に活用することとしている。これにより、フラグシッププログラムとして定

着し、新たな産業界との連携の枠組みを構築しつつ、更に発展させる計画である。 
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